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「
阿
賀
野
川
流
域
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
事
業
」（
Ｆ
Ｍ
事
業
）が
、流
域
各
地
で

本
格
的
に
展
開
さ
れ
始
め
た
の
が
平
成
21
年

度
。そ
れ
か
ら
６
年
が
経
過
し
て
、新
潟
水

俣
病
公
式
確
認
50
年
を
迎
え
た
現
在
で
も
、

昨
今
の
一
連
の
動
き
に
対
す
る
様
々
な
違
和

感
や
戸
惑
い
を
、「
ロ
バ
ダ
ン
！（
炉
端
談

義
）」中
に
打
ち
明
け
ら
れ
る
流
域
住
民
の

方
々
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
は
Ｆ
Ｍ
事
業
の
展
開
当
初
も
、公
害
と

い
う
影
の
部
分
に
特
化
し
た
活
動
で
は
な
い

か
と
危
惧
す
る
声
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

し
た
。そ
こ
で
、阿
賀
野
川
流
域
各
地
の
歴

史
や
文
化
を
丸
ご
と
学
び
取
り
、Ｆ
Ｍ
事
業

の
土
台
・
根
幹
に
据
え
る
こ
と
で
、様
々
な
光

と
影
が
錯
綜
す
る
歴
史
の
流
れ
の
中
で
公
害

と
い
う
事
象
が
相
対
化
さ
れ
、最
終
的
に
多

く
の
方
々
の
腑
に
落
ち
て
ご
理
解
・
ご
協
力

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
阿
賀
野
川
流
域
各
地
の
歴
史
・

文
化
を
通
じ
た「
も
や
い
直
し
」の
集
大
成

を
、今
号
で
紹
介
す
る
地
域
再
発
見
講
座

「
阿
賀
野
川
も
の
が
た
り
」及
び
パ
ネ
ル
巡
回

展
に
て
開
催
し
ま
す
。イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
か

ら
近
代
産
業
ま
で
俯
瞰
で
き
る
、お
そ
ら
く

最
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、ご
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

イ
ザ
ベ
ラ・バ
ー
ド
か
ら
近
代
産
業
ま
で
を

俯
瞰
す
る
阿
賀
野
川
も
の
が
た
り
の
集
大
成

阿賀野川流域の歴史・文化を通じた「もやい直し」を

「橋脚だけになった昭和橋の名残り」  かつてここから石灰石が採掘され、昭和電工㈱鹿瀬工場へ運搬された。

※この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第 17 号

　第17号はいかがでしたでしょうか？ 
　これまでに新潟水俣病公式確認50年事業の一環として、
新潟県・新潟市だけでなく、被害者団体や県内大学、原因企
業も含めた関係する各団体が、様々な趣向をこらした取組を
企画・開催して参りました。
　今年度も10月を過ぎて、いよいよ折り返し地点を通過し、
新潟水俣病公式確認 50年事業も後半に突入しました。今
号ではＦＭ事業を中心に10月から11月にかけて開催され
る様々なイベント情報を掲載しましたので、興味のある方は
ぜひご参加いただければ幸いです。
　次号は1月末に発行予定です。お楽しみに！

２
　

４６

阿賀野川え～とこだ！流域通信

アクセス増加中！

××

　新潟水俣病の解決に向けて、第
二の水俣病の歴史を知り、教訓を考
えていくことの重要性を認識すると
ともに、悲惨な公害を二度と繰り返
してはならないという思いを後世に
引き継ぐことを誓い合うために、新
潟水俣病公式確認50年式典が平
成27年5月31日に新潟ユニゾン
プラザにて開催されました。

草倉銅山の写真が足尾で発見 ! ～ 阿賀町役場鹿瀬支所で11月後半から展示

新潟水俣病公式確認50年式典が平成27年5月31日に開催されました

　今年に入って、草倉銅山
の写真・史料が複数点、足尾
で発見され、その写真パネ
ルが今後、阿賀町で展示さ
れます。ぜひご覧ください ！

展
示
概
要

期間 ● 11月16日（月）から展示開始 （※当分の間展示）
観覧 ● 月～金 9時～16時半（土日祝・12/29 ～1/3 除く）
場所 ● 阿賀町役場鹿瀬支所ロビー（阿賀町鹿瀬 8931-1）
お問合せ ● 阿賀町役場鹿瀬支所（電話 0254-92-3330）

た

当日は新潟県知事、新潟市長、被害者代表、国代表、原因企業代表などが登壇しました。式典
の最後には、新潟市内中学校生徒が「BELIEVE」「故郷」を合唱し、会場は感動に包まれました。
当日は新潟県知事、新潟市長、被害者代表、国代表、原因企業代表などが登壇しました。式典
の最後には、新潟市内中学校生徒が「BELIEVE」「故郷」を合唱し、会場は感動に包まれました。

草倉銅山本山の様子
（明治後期／小野崎敏氏所蔵）
草倉銅山本山の様子
（明治後期／小野崎敏氏所蔵）

山口冬人氏撮影山口冬人氏撮影



講座のプロローグに位置付けて、会場の皆さんとご一
緒にじっくり追体験していきたいと思います。

　今回講座でも、イザベ
ラ・バードの阿賀流域の旅
程を写真で振り返ります ！  

　前回は時間の都合で駆け足となりましたが、今回は
講座のプロローグに位置付けて、会場の皆さんとご一
緒にじっくり追体験していきたいと思います。

阿賀野川・近代ものがたり
下流から上流へ写真で旅する

～ イザベラ・バードから近代産業まで ～

※いただいた個人情報は、流域再生事業の実施を
  目的とした用途以外に使用することはありません。参加申込書

お名前

電話番号ご所属
（※あれば）

ふりがな
ご住所

〒

地域再発見講座（第16回）

■ 申込方法
　必要事項（お名前〔&ふりがな〕・ご住所〔&郵便番号〕・ご所属〔※あれば〕・電話
　番号）をご記入の上、FAX・メール・電話にて10月30 日（金）までに下記申込先
　までお申し込みください。参加者は抽選にて決定し、当選結果は全申込者あて
　に11月4日（水）に発送いたします（※お手元に届くのは翌日以降になります）。
■ お問合せ・お申込み先
　TEL＆FAX：0250-68-5424     　aganogawa@niigata.email.ne.jp

対象：一般 ／ 定員：50名（事前申込） ／ 参加費：500円/名

　
本
企
画
は
、す
で
に
今
年
３
月
に

横
越
地
区
公
民
館
に
て
開
催
し
、大

好
評
を
得
た
イ
ベ
ン
ト
の
第
２
弾
に

当
た
り
ま
す
！

　
今
回
取
り
扱
う
テ
ー
マ
は
、前
回

か
ら
さ
ら
に
増
や
し
て
最
大
９
つ
。

前
回
以
上
に
大
河・阿
賀
野
川
の
近

代
化
を
、様
々
な
視
点
か
ら
読
み
解

き
ま
す
。

　
今
回
は
導
入
部
で
イ
ザ
ベ
ラ・

バ
ー
ド
の
視
点
か
ら
阿
賀
野
川
の
概

要
を
把
握
し
た
後
、本
編
で
は
下
流

か
ら
上
流
に
向
か
っ
て
遡
上
し
て
い

く
形
式
で
、各
ス
ポ
ッ
ト
の
懐
か
し

い
写
真
を
振
り
返
っ
て
い
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
阿
賀
の
恵
み
を
活
か
し

た
特
製
ス
イ
ー
ツ
も
お
楽
し
み
に
！

11/14 (土) 13時半～16時 （開場：13時～） 新津地域学園   研修室305
（住所：新潟市秋葉区新津東町2-5-6）

今
回
の
講
座
は
阿
賀
野
川
・
近
代

の「
光
と
影
の
歴
史
」完
全
版
！

■

■
能
代
川

下
越
病
院
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新津
ＩＣ

磐
越
道

JR羽越本線

に大に回。近解・概 代

鉄道橋舟運近代産業 イザベラ・バード

洪水漁業川業 河川工事特製スイーツ

今
回
テ
ー
マ

主催：新潟県・阿賀野川エコミュージアム構想推進協議会　共催：新潟市　後援：五泉市・阿賀野市・阿賀町　企画・運営：一般社団法人あがのがわ環境学舎

最
大
９
つに
増
え
ま
し
た
！

※写真は前回イベントのデザートです。 写真：村上孟氏撮影・村上直行氏所有 写真：日本料理本徳所有 写真：中村善一氏所蔵 写真：中村善一氏撮影・所有

写真：鹿瀬工場タイムス引用 写真：木村清氏撮影・木村仁巳氏所有 写真：田辺修一郎氏所蔵 写真：田辺修一郎氏所蔵写真：「阿賀の里（下）」引用

前回イベント時の様子、当日は70名もの方からご参加いただいた。

阿賀野川下流から出発し
上流へ向かって遡りながら
各スポットを写真で紹介！

見どころ2～ イザベラ・バードの見た阿賀流域をじっくり追体験 本間修一氏
北宝隊代表
本間修 氏 山口冬人氏

NPP新潟県写真家
協会理事

山口冬人氏氏氏

当日ゲスト※他にスポットゲストを予定

見どころ1～ 草倉銅山など有名鉱山の新写真発掘！ 特集特集
１

　実は今年に入り、草倉銅
山を始めとする東蒲原の有
名鉱山の新しい写真の発
掘が相次いでいます。
　当日はそれらの写真を皆
さんとご一緒に鑑賞すると
共に、各鉱山に関係するス
ポットゲストの方から発掘の
経緯をうかがいます。

　実は今年に入り、草倉銅
山を始めとする東蒲原の有
名鉱山の新しい写真の発
掘が相次いでいます。
　当日はそれらの写真を皆
さんとご一緒に鑑賞すると
共に、各鉱山に関係するス
ポットゲストの方から発掘の
経緯をうかがいます。

※有名鉱山の新発掘写真は小野崎敏氏所蔵、それ以外の写真は田辺修一郎氏所蔵

左から写真３枚：田辺修一郎氏所蔵左から写真３枚：田辺修一郎氏所蔵 鹿瀬工場タイムス引用鹿瀬工場タイムス引用

「阿賀の里（下）」引用「阿賀の里（下）」引用


